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胤満という身体状況をき喜怒として高隊総窪、審議尿病、事室長江夜、動脈綴イと主主之とど多くの病主主〈生活苦耳

慣病〉が発告をし、また憎悪することは良く知られた事爽である。このようなH自給の第一義的な望書図と

しては、主翼食コントロール破事告によるエネルギーの滋君事j主義取ならびに体室長室主主主機首E不全によるエネル

ギ…消費の低下詩句首摘されている。食主務性あるいは逃伝性目白滋i立、 5絵筆E学のみならγ健勝科学・デ劾

医学j二極めて重聖書ごと課題であるが、このさ察本的なD~H五車護施形成のメカニズムさえ、この10年前まで子会

ど進E誌が認められなかった。しかし、今日謀者くの産自胞生物学、分子生物さ予約手淡の進タに伴い紛紡縦

総の特燃の解析ままが進差益し、栄養学的な解析がiiJ絡な状況となヮてきている。

』器防毒霊ぬ;こは白'e.si'lH主義語混と鰯'e.脂筋線胞があり、韓まに騒紛細胞といえば露首者を主主専をする。両車問Iffil

i立主主体の特設宣告きな部佼で発後・分化し組織を支~fiXt"る。 á色ßi'lH方組織は、単なる脂肪の貯蔵E撃であ号、

代言者約に不活発な組綴と見なされできた。しかし費支遂では交感卒中毒そ系や内分泌系(レブチン害事)の制

御下で争議官立路筋も含めた総務総織の営ts活発令代謝抑制機構治安認識ちれ、 E警務組胞が脂質代議や事時代

議?の主義点となって主主体全体のエネルギーの要となっていることが碗らかとなづてきた。

白色E警務組織はー絞;こ綴紡組織としてま官られているものマ量的にも多く、会身に!よく分布する。白

色脂肪巡礼織は、食物摂取後の余剰エネルギーを中性脂肪の主主で絞め込み、 t必要な若手に脂肪援とグリセ

ローんの彩で全身に再イ供給するたぬiこ特殊イヒした器3きである。また、白色脂肪細胞は少なくともこの

ようとd旨紛の合成と分解の主導能力を同時に~ぎする細胞と主主義される。白色E室長主義乱織は複数の薄弱ぬから

機五立されてお号、それらの車場践には、脂肪泌をJ!i'め込んだ脂肪意義殺、前線路妨ま連総、線維芽綴段、血

管内E主総線、宇中絞細胞などがある。それらの細胞のうち淡数A脂肪総胞の委主は、以脅れま乳幼児期や思春

綴ごとど駁られた対郊にしかま警忽せず、その時議去に生i墜の数(:13よそ3ω億個)告す決定されると考えられ

ていたが、近年の主主;滋深い研究によヮて足立人になっても漁剰のよ工ネルギー摂取や運動不足などによっ

て脂妨線総の議えが増主設し、目白~~毒者・では400-600億f闘にも透することが明らかとなってきた[1] 0 これ

はヒトの体をき露五記する品開胞のおよそ0.5-1%l'あるが、議後では滋常約20%前後、肥満詰まではお~

40%にまで迭する。箔立方季語胞の箆径は、 10pmから200pmものパリエ…ションがある。 1僚の成熟脂

肪細胞には滋常0.5-0.9p輩、上限1.2μgOD詩妨が含まれている。成人の騒ぎrs患i荷でl立、銀々の脂肪
童話胞の紛肪合主義が増加し、総司主治宝喜芝大イヒ (hypertrop為y)する。 Di'lH書類君主の肥大イとは、病葉震発疲と漆〈

関速することが次第に紛らかになりつつある。また務妨級胞の大きさには日露界があるため、きらに過

剰の食物をとると綴肪細胞安全の主義加 (hyperplasty)を引き起こすことによって獲得したエネルギーを

滋すととなく迅速に貯蔵する。また、白色目首肪網協は脂肪を溜め込むだけでなく、それらの貯蔵ヱネ
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Jレヰよーをβ3アドレナワン受谷体を介した神経系・内分泌系の制御 IこE旨紡般の形態で会身に再世主主主

し、 5主体のe堅議多数を維持している。

動物i立本来恒常約Lこf飢え」に後養護しており、援を襲や議避などのt活動のためのエネルギーi肢を体内

に貯蔵していくことが生き残るための必須条件である。そのためか動物がエネルギーを体内に言語め込

む殺事毒は緩めて巧妙である。』旨防総織は…遠の脂肪綴5きのi勢総と分化il)透稜を介して緩めて効率的iこ

エネルギーを綴紛の形態マ貯蔵する。動物は本来主主殺のためにエネルギ…をHilおとして体内に保持し

やすく、かっ放出しにくいという生産霊的特徴がある。このような本質約な終燃がヒトの怒務炎症と深

く関わっていると考えられる。さらに近年、腹立五繍胞に関する生物学および主主化学的な研究岩ち議菱重す

るにつれ、脂粉細胞の筆者しい機能が次第に紛らかとなってきた。とりかけ興味深い点i土、 f分泌細胞j

としての白色路主主紛砲である。主主要きし脂肪泌が充満した脂肪綴2きからはTNF-aなどのサイトカイン畿

をはじめとして各綴の化学鶴子が細総外に分泌t!cれ、線総綴織内さらには会身件Jこ強く影響を及ぼす

ことが明らかとなってきた。ここのような白色脂肪綴ぬから分減、される生還活'~生物質は、アディポザイ

トカイン (adipocytokine) と命名苔れている [2]。今後、このような脂粉綴胞から分花、される扇子類と、

肥満に{半う糖尿病、高血皮ベ?動販後イヒ疲など、いわゆるcommondis鵠seの発症との関わりを道理解する

ことが緩めて重要きとなるであろう。

…方、褐f5ßi:l紡経講義i主体熟産主主養護援金支潟皮に発途した器官で、組泉銭]主g当たり 300~4∞wの熱E撃さと

能を有する。この値は一義室長きな時若手L動物の談後代議fが体重工kg当たり4.1Wであるのと比べるとはる

かに主主い。褐色鉛防総裁は、冬段勤務の巨覚めやヒトを食む晴孝L襲毒物の新主主時郊の高体温維持に働く

特殊な告書官として知られていたが、成人マは内線的にはほとんど縫認できない。したがって、災議員動

物とは異なりたトでは李種ゑ脂肪絢総の撃を語障は疑問機されがちであった。しかしながら、章受近、褐色路

紡細胞't"の然獲さと分子である貌3主役タンパク笈 1 (uncoupling手rotein: UCPl) と類似した複数の新し

いタンパク質遺伝子 (UCP2、3、4)がタローニングされ、それらがとトのf号機筋などに多畿に多量茨

していることが明らかになって以来、肥満のターゲット分子としてのUCPに多大の関心がま長まってい

る[3、4]。

さで、勝妨綴君主はいかにして生まれてくる、すなわち発生してくるのであろうか。ここでいう発生

(喜朗誠心とは発iおこ近い織念:であ号、多細胞から成る綴手容が11留の総2きから生じるj銭絞と定義務れ

る、いわゆる什騎手事発主主:ontogenyJとは区別されるものである。しかしそこには、ある普sf立にそれ

まではぶ在が認められなかったものが、ある特定の日寺実話あるいは条件下マ Di重量露細胞」のごとく出主躍

してくる、というよニュアンスが含まれており黙なる或存のものが大きくなることではない。このよう

な脂肪暴露総の発生の概念の背畿には、脳紡綴胞の分化系鐙{緩源)と生還幸号機能の特奨没が強く反映

している。脂粉綴総i立、総合総意義il)総胞訴に属し務i議系幹細胞から分化すると考えられている。この

分化系列山立、事車線芽級2話、軟骨細胞、脅車露骨託、平i骨筋違器砲など体のt議長をきき枠組みを保つ綴ぬが含ま

れている。;この系列の細胞の特徴は、その前E医事題践が絡会組織にrt;く分布し、?秀発なま護法性や議室員三牲

を示し、適応的に既存の組織を修復、代後、更新するなどの共通点を有していることである。ただ、
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それらの総君主若手のうち』勤務総胞は、肥満状態をみえれば毒事易に教察できるように組織形成の明襲安な終

了点受持たない終災な絡胞である。潟紡紛胞の発主主怒i原は、各種事義主主の議事害関としての脂肪組織とそ

の形成務伎の家要性が認議されてきている渓筏、極めて重警警なテー?と忌われる。つま号、語調砲起淡

による代謝特段の相違が、病室主発症と淡く民主主していると推定されるからである。織防細胞の線源に

関する務郊の研究はお70琴代からすでにめま乃務滋唱えられてきたようだが、この10王手米Il)培室長細胞

と分子生物や約手t去の進展に伴って、 (1)線級茅繍磁説、 (2)J阪管局協の原まま総および(3}骨髄2長寿器廃説、

の3つの発生と恕i布、jレ~トis知られているが、米t!.詳主義は不明で、ある。

申議母寄らは、 sI'l満すなわち白色脂肪綴織の遂苦手或には、主主体内の特殊なエネルギー消蓄を告書官マある

争犠色弱粉末旺綴(もrownadipose tissue; BAT)の機能不全カ可車く影響・することを示じときたoBATの霊長濠

生機書官は、議菱総タンパク紫で、ある脱共投タンパク~ (UCP)の発現が極めて3重要なf史観を系たしてい

る。 ヒトや実草案重きき撃では若控室異却においてはBATIこ由来する体業主主量生後露首が活発に働いている。ところ

が、泌総書事に伴いBATの減少とそれと迷建造して体襲名産主主導義務不全が発生し、白色脂肪綴織の増加を引

き起こす。しかしながらそのメカニズムは紛らかではない。また、$請手まらは、ラット 81忽脂務総綴

中;こ総事室脂肪細胞の滋鐙を特異的に促進し、摂取ヱネルギ…澄』こ応答して十活性発攻を示す分子量約

2.5万のタンパク性増殖悶子〈的義細胞t警殖原子、 preadipocyte話rowthfactor; PAGFと命名〉を免いだ

した (FASEBJ.， 9， A553 (1995日。本問予は成熟燐務総2告が生成・分全ちし、白色』量感産主謀議の過形成を

制御する喜重器うて重要警な因子守あることが推警察された。

本研究においては、ーと記のような総満発走及lf改警の鍵を怒る2奇襲績の脂肪産主総形成に関して、体

熱E量生告霊祭である褐色務紡毒自胞の発生・分化機燃を、 1取こ食事倹脂肪との関漆において解析すること

を倒的としラフトおよびマウスを潟いて検討を行った。

(1) SDi長ラァトを用いた実験

t密E量治、JCPの発現に及ぼす効果について検討するために、 4き重要翼Il)r謝E旨をfflいた。ラードは重量家i
脂肪援を多く含ts動物性?制官、1!A池lま路変不飽和脂肪重量令多くfをむ動物俊治腐、アマニ?議、シソf由

は←リノレン室長をご主成分とする綴効性泊B慢でるる (Table.l)。
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Table. 1 

。.pricacid (10:0) 

Leuric acid (12:0) 

Myristic acid (14:0) 

Palmitic acid (16:0) 

Palmitoleic acid (16:1) 

Stearic acid (18:0) 

01eicacid (18:1) 
Iinol割C皐cid (18:2) 
a-Ii君。1切にacid (18:3) 
Arachidic acid (20:0) 

ArachidonIc誼cid (20:4) 

I∞sapentaenoic acid (20:5) 
Docosap叩 tanoicacid (22:5) 
Docosahexaenoic acid (22:6) 

Nervonic草cid

く方法〉

飼育方法

(24:1) 

Fatty acid composition 01 dietary lat. 
(%) 

Lard 民shoil Linseedoil Perilla 0鼠
1.8 
13.5 
6盗ヰ 3.4 
1型.5 18.1 5.2 6.2 
2.2 4.1 

10.6 4.7 2.9 2.2 
33.9 12.0 17.2 21.0 
5.8 1.6 15.1 13.0 
0.3 0.7 58.8 57.8 
0.3 1.7 0.2 0.2 

2.0 

7.2 

1.2 
27.7 

1.6 

3;恩紛のSprague-Oawley(SO)糸!!Eラットを 1群 5J21!4鮮に分けた。最初の 1灘間は基礎飼料

(F之、総機農場)を用いて予機飼育した。飼育磯擦は滋皮22-24"C、混皮50-60%に調節し、

務長まは12待問濁期〈境期8: 00-20 : 00)とした。

者運草案支母車H立、主主幾重毒事ヰぶ2から大主張自主主泌を徐き、代わ号Lこラード、 カツオE話予誌の魚li:語、アマニ

油、シソ泌を泌脂含嚢が109もとなるようにベレット主主に力0]二露首童きした。鋭育英語僚はき滋問とし、

この詩諸問中、飼料および水は険幽摂食とした、飼資終了後、街頭し各種機若手受話題t討し重量を程JJ主主

した。さらに屑H甲骨悶褐色勝目方組織のミトコンドリア関分を精製し、 UCPのウエスタンプロット

鯵析を行った。

震号車令書葬緩急5霊訪組織のミトコンドヲアE霊分議製法

1. 2rnl~エツベン}こ緩絡がき造る絞度;こSuc時se溶液を会話え、ホモジナイズする。

2. 3.100rpm、5min途心し、上請を得、さらに12，0∞rp師、 10min遠心し、ミトコンドリア画分
Id専た。

3. i定数を80rnlのSuc悶se溶液に懸濁し、タンパク3愛媛mとサンプル府に分主主し、冷凍保存した。
ウエスタンプロット法

ま毒草寺3量自案をll%SOS縫うえ泳重吉後、フルコtt1トランス〈ニホンジェネディクス社製)H棄にセミ

ドライタイプ袋震にで車王者手し、スキムミルク漆液でブロッキング後、 αlemilufI創出C間 ce叉師事制d

胤 NAfSSANCE(Ou Pont)によりUCPタンパクを検出した。抗UCP抗体は空間暴露したラットの

BATから精製したUCPを抗原としてウサギに免疫し、作成した。
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く結果>

良政祭取であったにも関わらず、まま念場料絞殺議にほとんど遣をはなかった。

lilU緩議!笥図版妨ではうード若手と比較してアマニ湖群治安有主主Lこ後く、務局凶賊紛でも意室長はつ

かなかったもののラード群より然i癒着平が低いという総果誌を得られた (Table，2)。また、liiJJ総主義務

勝三霊祭と務局長認脂肪の総設量l立、ラード苦手と比較してf対車苦手において手まに低下した。

また、むCPのウエスタンプロット解析の審者呆、ラード影以外の3書官においてυCPタンパタ質の

徒主義議が多く、特にさ長I曲線は平均してラ…ド畿の約1.6告をという認い値をえ詳した (Fig，1 )。以上

の総菜より、ラード(J)場合と比較して、魚減、アマニ湖、シソ械を摂取すると、熱重量余白曜が高ま

Table. 2 Effecl 01 di母laryfal on body weight昌ndadipose tissue weighl 01 rats. 

Lard Fisho鐙 Li双seedo滋 Perilla oil 

拘 odintake (g) 5325 5561 5248 5657 

Body曹eight(紛 32ヲ.8ごと2.7 326.2土8.7 2空7.7土14.8 319.7土23.0

E(6p1id0i%dyBmWal W.) AT 2.00ごと0，16 1.65土0.07 移1.47こと0.05 1.77ニtO.14

Pぽ治則IWAT
2.69土0.21 1.79土0.23 2.23二回.06 2，44土0.33(g!100g B.W.) 

The values are措e血 s:l:SEMfor 5悶肱
ホS回tistI時詰.ysignifi品ntdi王室首相cefromthel訂ddiet group (p < 0.05)， 

Fig. 1 Analysis ofUCP担rot告inlevels in inter:話capularBAT， Each lane Q(ロrrespcnds10 
5μ窃milochondri器Iprolein.主achprOlein was dele吉tedby rabbil anli-rat UCP. 
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り、その結果として白色綴長寿の蓄積が掬号認されることが主主E愛された。

(2) C57BL/6系?ウスを用いた実験

池E量治、JCPの発2患に及iまず効果について、きらに詳主義なき食言すを議ねるために、以下のようなぷを

変更した。まず、宝生滅、アマニ治、シソf自の 3~護緩め油脂のゆで最も効果の大暴走、ヮたffi.j自を潟い

た。また、主主義実飼料におめるラ…ド、魚泌iJ)翻合を10%から23%に上げた (Table“3)。さらに、 SD

系ラットの代わりにC57BL!6系マウスを用いた。ラットと違って?ウスにおいては糸によって目安務

慈積の容易度が切らかにされている[5JoC57Bν6系マウスはni'i勝率緩が起こ号やすいJ主であると苔
れていて、苔らに言語綴紡食を摂取することによち総務を発し病態を議することが綴きされているこ

とから、ヒトのそデルとして有淑マあると考えた。

I.動物飼育爽験

く方法>

実験飼料iま{尿路紡食 (C)、ラード食 (L)およびゑ泌食 (F)の3種類を設定した。ラーに魚、治以

外の綴紡の彩警察を極力抑えるために、オレイン酸を2%のみ会主r飼料を室主n!UIi(コントロール)食

とし、コントロ…}v食にうラーにffi.j自を加えた錦絵をそれぞれラード食、然消食とした (Table.3)。

8適量遣のC57BL!6;1義雄マウスを24匹総入し、議初の 17幾襲警はカゼイン食に後れさせるために、ご1

τable. 3 Cむmpositionof the diet. 

(gl10uιdiet) 

Control Lard Fish oil 。owfat diet) φigh fat diet) 思.gh加必et)
Casein 20 27.1 27.1 

砕 comsぬrch 58.2 28.1 28.1 

Sucrose 10 10 10 

腿 neralmixture 3.5 3.5 3.5 

Cellulose 5 5 5 

Vitaminm江ぬre 1 1 1 

D ，L-methionine 0.3 0.3 0.3 

Oleic acid 2 2 2 

工..ard 23 

Fish oil 23 
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ントロ… jレ食を灼いて予官薄緑青した。予護者室毒育後、務聞に号本霊童羨がないように l 群 8~3 群に分け、

災毒素飼料を与えま会めたの鶴資環境は22~24"C、・湿度5O~60% に護憲量ちし、明野宮は 12ft寺問題号車(明期18:

00-6:00)とした。飼育望書織は5週間とし、験飼料iまpair-feeding、水はおお摂取とした。続育終

了後、断頭し、立証淡を事長政し各毛袋詰義務を摘出した。

くま主祭>

pair倫feedinglこしたため、まま綴*'ト渋取量まにはほとんと寺差がなかった。また、最終的な体重は3群聞

においてあまり3震は見られなかった。議総数量をilU;主した総長匹、室長泌総の心機、疫機、腎臓がラー

ド若干によじベて有意に大きく、終織もその綴向が見られた。さらに、脂肪綴織において、三号、治若手の剣

務主義E雪国脂肪、腎5懇話費脂肪および、滋総絞脂肪産量綴蚤量がラード撲と比べて、有意に低かった。また、

肩胸骨関褐fSO設防組織および溜防長筋重撃は3群附においてあまりi奈は見られなかったけ必le.4)。

以上より、海立さを蓄積しやすいC57Bし/63長マウスにおいて、ラード食に比べて魚f康食の場合、賂

目方議積が専守家に抑えられることが明らかになった。

Ta詰le. 4 Effeむt01 dielary lal onむodyweighl and adipose tissue w醇ighl01 mice. 

8鋪yweight(g)

Foodi翠徐k苦(k叫)

E童館rt
(gI1∞'gB.W.) 
Uver 
ぶlOOgB.W.)

S百leen
包1100，出B.W主

魁釦ey
緑江oogB.W.)

Perirenal WAT 
(gIl∞喜B.W与

均ididymaIWAT 
(gIl∞IgB，W与
Me書館主ericWAT
包1100gB.w.) 

Interscapular BAT 
(gI1∞宮B.W.)

M議scIe
包1100gB.w.) 

Co滋troI
Qow主点訟

25.7土0.43

L語rd
誕建主diet)

26.7土0.60

Fish謝
銀位主虫立

26.1こと0.26

541.3こと10.7 541.9こと145 540.0土8.5

053ごと0.02曲 0.49土0.03b 0監60土0.03.

4.64:と0.08. 4.11念0.07b 5.95土0.06c 

oユ4ごと0.02 0.24土0.02 0.33土0.03

1.38土0.03" 1.40土0.04' 1.66土0.03b 

0.81土0.06拍 1.01土0.07b 0.72土0.05• 

1.8安二七0.06. 2.35玄0.0ヲb 1‘44土0.07c 

0.97+0.06' 1.25土0.07b 0.94土0.05• 

0.96+0.06 1.12土0.06 1.14土0.05

1.∞念0.04 1.03土0.03 0.96土0.03

τbe valむesarem帥師会Sお在1治同国ice.
V.l祖国in.即 wwi1h必ffe時国叫perscript虹esign泌cantJy誕祭羽'ent(pく0.01).
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11. ノーザンブロット解析

手本書長室主主主事菱総タンパク3重であるUCP(1)後主義に対する泌5蓄の効果について検討するために、 UCP各サ

ブタイプi章伝子の発表量のえ絞全突然をffった。総選議;主2区分を 1つにまとめ、 1誇5事務'競争議王立喜警務総長室、

翻霊童話、福1)務総量紡組織からRNAを車問した。阻まNAの検出方法として、/…ザンブロット解析を

11'った。

く方法〉

①制Aの抽出

RNAの抽出はQuickprep1M Total設NAExt国ctionKit (Phannacia Biotech)を潟いて行った。このキ

ットを用いる方法はこれまでの方法とよヒベて、最も迅速で、最も総数マ、比較釣大量に高純度の

RNAを得ることができる。費量終的iこ浪NAl察、主主2-2.Mき容のlOO%EtOHと1/10-1/9倍容の詐塁走ナ

トリウム漆波を加え、 -2合℃に深夜した。

② 工F板アガロースグル議父i本重量

サブマ1)ン製泳動機にで90vで3時間王子核アガロースゲル怒まえ主主重患を行った。

③ プロッティング

メンブレン (PhotoGene™ Nylon membranes) (Gibco BRL)に予苦渋にで転写後、約80"Cのオープ

ンで2時間程度加熱総燥した。

④ プレハイブリダイゼ…ション

DNA (ウシ2母娘、サケ総子DNAなど)にてプレハイブリダイズし、 42"Cでー娩インキュベ…ト

した。

③ cDNAプローブと挙養護義

UCP各サプタイプめ開設NAを検出するために、経契約プローブを用いる必要がある。 UCPlI立当

研究室においてPCIえによちま蓄織させたhumanUCPl cDNA、UCP21立北海道大学大学筏獣医学綴究

科生化学教室誌に必いてPCRにより増幅させた血側部 UCP2cDNA、UCP3はGeneva大学童語学銃後復

科学科においてpι1主により増幅させたratUCP3 cDNAをfflいた。 cDNAの標識を行うために、 Ready

-To-Go'" DNA Rabelling Kit (-dCTP) (Phannacia Biotech) を用いた。鋳型DNA50-lOOngを'防法に

て [a-"p] dCTPにでランダムプライムラベル様絡しハイブリダイゼーションに使胤した。

⑤ハイブザグイゼーション

プレハイブリダイゼーションの時とi司殺に、議室?生させたコールドのDNAを250μ喜Imlとなるよ

うに3路公hybれdizationbuffedこ加え、ランダムプライムラベルしたcDNAフ。ロープ主主にヅレハイブ

リダイゼーシ謡ンの終わったメンブレンを入れ、 42'(;で一等主(l6~1建以上}インキュベ…トした。

⑦ メンブレンのちを浄

wash solution (2 x SSC、0.1%SDS) 5∞mlをタッパーに入れ、メンブレンを没し、怒i換で15

ワ
A
A
マ



2図淡浄した。さらに、 wasbsolution 田市綴還しながら洗浄した。 washsolutionを変換しながら、

(O.lXSSC、0.1%SDS) ，こメンブレンを浸し、 UCP1は42t、UCP2は45t、UCP31ま48t、それ

以外の場合iま50tで15min長霊祭主しながら 2[i'i]淡浄したu UCP1の場合、さらにw嗣hsolution (O. 1 X 

SSC、0.1%SDS)にメンプレンを淡し、 65'Cで!5min.振量をしながら 1[i'i]洗浄した。浅草許の終わっ

たメンブレンを建立乾後、サランラップに包み、数時帰後.BAS2000 箆士フィルム社製)を用いて、

バンドの検出を行った。

く幸喜果;!3よび考察〉

洋諸胸骨罪者褐主主脂肪級滋Q)UCP!Q)発渓量を溺べたところ、ラ}ド若手と比較して魚、治詳の芸春現援がや

や多いことが権益まされた。さらにじCP宮においては、コントロール群およびラード苦手と比較して魚ぬ

君事Q)発現撃をがかなち若手いことが線認されたくFig.2 ) 0 UCP3は検よ誌できなかった。務腹筋において

i立、むCP2はこまントロ-)レ群と比べて他の2群が多く、 UCP31まこ3ントロ-)レ若手およびラ}ド務とよt

(Fig.3 )。露目精巣H旨E君経織においては、 UCP21ま3事交して魚泌総の然現霊まが多いことが磯詰まされた

書季締にSるまり2長はJi!.られず、 UCP31ま検出マきなかった (datanot幼own)。

:本書ミ験Q)問的として、 SD*ラ、ノトの実験において発現送金ぎ上昇したUCPタンパク雪道治、;ι?工、 UCP

2、UCP3のどのサブタイプであるかを明らかにすることであった。このことをふまえて、C57BU6

糸マウスにおいても、安養冷暴露したラットの主導目甲骨長寿褐f弘JlilIl:Jiゑ滋設から精製したUCPを抗主主として

ウサギiこ免疫さそき得られた抗争事を用いて、 UCPタンパク震のウエスタンプロット解者?を行ヮた。そ

UCP2 
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のま喜楽、 SD系ラットの場合ほど3淡路に火きい2査は気受けられなかった (datanot sbown)。このこ

とから用いた然体はマウスUCP2を認識しないことが示唆された。

UCPタンパク紫の発現議について、 SD系ラァトとC57BL!6，;長マウスの鰐によ議いが見られた意義E5lと

して次のことが考えられる。告書 1に燃いた抗体はじCP2をほとんど読ま識せず、 UCP1のみを認識して

いるということが考えられる。ラットt立総脂紡食を摂取することにより従来のむCPつまりUCP10)発

現量が上がることが報告されているが[6J、マウスは高脂紡食を摂取しでもUCP1の発現主設はそれほ

ど後イとしないということが報告怒れている[7]。災際、ノーザンプロットの総主義、むCP1はUCP2ほ

ど3淡闘に違いがなく、 UCP1の京NAの害者現量の挙織とUCPタンパク焚の発現最0)数紛が似ていた

(da泊 notshown)。これらのことから、これまで用いた抗体は乏にむC引を認議しているということ

が考えられる。害事2に、ラットとマウスの憲章受患の遠いが考えられる。用いた抗体はラット潟主主の抗

原により作製したものであることやラットの臓においてUCP2が淡色されたこと (datanot sbownl 

から、との抗体はラットUCP21ま設、議，するが、マウスUCP2を習、議しさといということが考えられる。

ヨド緩究においては、恕:詩書き疲及ぴ改善の霊童を燦る体熟産主主u'i1iでおる事器包』訪日五組織・綴目認の多量生

・事菱総分化を、特;こ食事性脂肪との関連において鯵析することを筏告きとした。その車産来、魚油iま争奪

色脂妨組織における熱厳然事菱総を効糸約に潟める食品目立分であることが示唆された。
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